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13:50-14:00 情報提供 バイエル薬品㈱ 

14:00-14:03 開会の辞  森 墾（自治医科大学） 

14:05-14:50 

胸部 一般演題発表 司会：負門 克典（虎の門病院) 

渡谷 岳行 (国際医療研究センター) 

演題 1 「Sjögren 症候群関連の二次性アミロイドーシス」（発表 6 分）  

東京女子医科大学 画像診断・核医学分野１） 

東京女子医科大学 膠原病リウマチ内科学２） 

東京女子医科大学 血液内科学３） 

東京女子医科大学 病理診断学４） 

大栗香子１）、小川悠子１）、國弘泰裕１）、落合萌子２）、吉永健太郎３）、関敦子４）、坂井修二１） 

【要旨】Sjögren 症候群に伴う嚢胞性肺病変の経過中にすりガラス域が増加した。ステロイド加療後に境

界不明瞭な腫瘤が残存し、生検でアミロイド沈着を認めた。その画像診断について、文献的考察を含めて

報告する。 

演題 2 「樹枝状肺骨形成の画像所見」 (発表 6 分)  

昭和医科大学横浜市北部病院 放射線科 

 

中口美央、橋詰典弘、渡邉孝太、村瀬悠也、相原麻琴、藤岡亜門、加藤和憲、北川嵩之、森井翔太 

松田光司、藤澤英文 

 

【要旨】50代男性。健康診断の胸部単純写真で両下肺野の網状影を認めた。精査の CTで両肺下葉優位の

多発粒状影および樹枝状の石灰化を認めた。臨床的に樹枝状肺骨形成と診断され、経過観察中である。 

演題 3 「ミュ-ラ-管嚢胞の画像所見-中縦隔発生例の検討-」(発表 6 分)   

JR東京総合病院放射線科 4) 

杏林大学医学部放射線医学教室１） 

杏林大学医学部呼吸器・甲状腺外科２） 

杏林大学医学部病理学教室３） 

高島一 4）、栗原泰之１）、橋本浩平２）、橘啓盛２）、柴山隆宏３）、横山健一１）、藤原正親３） 


